
①

基

本

給

引

き

上

げ

で

月

額

が

専

任

Ⅰ

を

１

８

０

，

０

０

０

円

、

専

任

Ⅱ

を

１

９

０

，

０

０

０

円

と

し

、

在

職

老

齢

年

金

の

支

給

開

始

年

齢

ま

で

。

②

生

年

月

日

に

よ

る

り

基

本

給

の

経

過

措

置

を

行

う

。

（

下

の

一

覧

）

③

高

齢

者

等

の

雇

用

の

安

定

な

ど

に

関

す

る

法

律

の

改

正

に

伴

う

専

任

社

員

の

労

働

条

件

は

別

途

協

議

。

実

施

期

日

は

平

成

25

年

４

月

1

日

。

な

お

平

成

25

年

3

月

31

日

ま

で

の

期

間

は

、

平

成

23

年

9

月

16

日

締

結

し

た

協

定

に

よ

る

。

平

成

25

年

4

月

１

日

以

降

の

雇

用

条

件

な

ど

の

労

働

条

件

は

、

団

体

交

渉

を

再

度

行

っ

た

後

、

協

約

を

締

結

す

る

。

（

そ

の

他

の

改

訂

・

改

正

事

項

は

２

面

に

掲

載

）

２０１２年９月１５日（毎月15日、30日発行） 国労東海 ＮＯ３２６（１）
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年

度

の

労

働

協

約

改

訂

交

渉

は

、

８

月

１

日

、

Ｊ

Ｒ

東

海

に
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項

目

の

要

求

を

申

し

入

れ

、

８

回

の

団

体

交

渉

を

行

っ

て

き

ま

し

た

。

回

答

が

9

月

13

日

に

あ

り

、

協

約

等

の

改

訂

で

専

任

社

員

の

労

働

条

件

の

変

更

を

含

む

４

項

目

、

制

度

等

の

改

正

で

は

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

ケ

ア

の

充

実

を

含

む

３

項

目

で

し

た

。

一

方

、

懸

案

事

項

で

あ

る

「

勤

務

問

題

」

や

「

更

衣

時

間

」

等

で

の

変

更

は

見

ら

れ

ず

、

今

後

の

課

題

を

残

し

ま

し

た

。

東

海

本

部

は

、

13

日

の

地

方

代

表

者

会

議

で

締

結

承

認

を

受

け

、

14

日

17

時

に

妥

結

し

ま

し

た

。

（

交

渉

の

詳

細

は

「

交

渉

情

報

」

５

６

３

号

）
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国

労

東

海

本

部

は

、

会

社

の

回

答

で

「

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

ケ

ア

の

充

実

」

「

夏

用

の

接

客

シ

ャ

ツ

と

ズ

ボ

ン

の

素

材

の

見

直

し

」

「

独

身

寮

の

移

転

の

取

り

扱

い

」

は

、

国

労

要

求

そ

の

ま

ま

で

な

い

が

見

直

し

さ

れ

た

こ

と

は

評

価

で

き

る

。

し

か

し

、

専

任

社

員

の

労

働

条

件

に

つ

い

て

は

、

基

本

給

の

引

き

上

げ

が

あ

る

も

の

の

、

国

労

と

し

て

主

張

し

て

き

た

『

高

齢

者

の

収

入

の

３

本

柱

が

崩

れ

る

た

め

、
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歳

時

の

基

本

給

を

年

金

支

給

年

齢

ま

で

据

え

置

く

こ

と

』

の

要

求

と

か

け

離

れ

て

お

り

、

厳

し

い

回

答

内

容

だ

と

言

わ

ざ

る

を

得

な

い

。

高

年

齢

法

の

改

正

に

伴

う

労

働

条

件

の

変

更

は

、

「

別

途

協

議

す

る

」

と

し

て

お

り

、

交

渉

で

も

主

張

し

た

よ

う

に

大

幅

に

改

善

さ

れ

る

こ

と

を

期

待

す

る

。

そ

の

他

の

国

労

要

求

は

、

「

非

組

合

員

の

範

囲

」

「

更

衣

時

間

問

題

」

「

健

康

診

断

を

労

働

時

間

と

す

る

」

「

乗

務

員

勤

務

」

な

ど

改

善

さ

れ

な

い

の

は

大

変

遺

憾

で

あ

る

。

改

善

さ

れ

な

か

っ

た

内

容

は

、

今

後

と

も

議

論

を

深

め

て

い

き

た

い

。
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「「「「 が んが んが んが ん 」」」」 のののの 保 障保 障保 障保 障 　　　　 　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫

保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、                       　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ （ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　 ス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ン

ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合 ◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）

初 め て 診 断 確 定 さ れ た と き が ん の 場 合 一 時 金 と し て 　 １ ０ ０ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金 上 皮 内 新 生 物 の 場 合 一 時 金 と し て 　 　 １ ０ 万 円 ３ ５ 歳 ４ ５ 歳 ５ ５ 歳 ６ ５ 歳

入 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 男 性 ３ ， ６ ５ ６ 円 ５ ， ６ ０ ８ 円 ９ ， ３ ６ ０ 円 １ ５ ， １ ９ ０ 円

通 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 女 性 ３ ， ７ ３ ４ 円 ５ ， ２ ７ ４ 円 ６ ， ８ ６ ４ 円   ９ ， ０ ４ ８ 円

手 術 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

放 射 線 治 療 を 受 け た と き 　  　 放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た と き

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た 月 ご と に

１ カ 月 １ ０ 万 円 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付

金金金金

乳 が ん ・ 前 立 腺 が ん の ホ ル モ ン 療 法 の と き

１ カ 月 　 ５ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト

◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。

入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料

払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）

訪 問 面 談 サ ー ビ ス と 専 門 医 紹 介

（ こ の サ ー ビ ス は 、 株 式 会 社 　 法 研 が 提 供 す る サ ー ビ ス で す ）

＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞

ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社

T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2

〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F

＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部

〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル

当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き

コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5

( 2 0 1 1 年 4 月 1 日 現 在 ）

（ す べ て の 保 険 期 間

を 通 じ 通 算 ６ ０ ０ 万 円

ま で ）

＜ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 ＞ の 更 新 後 の 保 険 料 は 更 新 時 の 年 齢 ・

保 険 料 率 に よ っ て 決 ま り ま す 。

A F 0 0 7 - 2 0 1 1 - 0 1 8 6 　 4 月 2 5 日

（ 上 皮 内 新 生 物 は 対 象 外 ）

  

対

象

と

な

っ

た

駅

が

あ

る

長

野

県

上

松

町

、

三

重

県

鈴

鹿

市

・

玉

城

町

を

訪

問

し

、

駅

無

人

化

反

対

を

訴

え

ま

し

た

。

自

治

体

で

は

異

口

同

音

に

、

突

然

一

方

的

に

東

海

交

通

事

業

に

委

託

し

て

い

た

駅

業

務

を

解

消

し

、

Ｊ

Ｒ

東

海

の

無

人

化

の

提

案

に

と

ま

ど

い

と

苦

悩

が

語

ら

れ

ま

し

た

。

国

労

名

古

屋

地

本

は

、

駅

無

人

化

反

対

ビ

ラ

と

Ｊ

Ｒ

東

海

利

用

者

ア

ン

ケ

ー

ト

を

一

緒

に

配

布

し

、

駅

無

人

化

反

対

と

サ

ー

ビ

ス

向

上

を

訴

え

ま

し

た

。

駅

近

く

の

住

民

は

、

「

無

人

駅

と

な

っ

て

は

、

定

期

券

を

買

う

子

ど

も

た

ち

が

困

る

」

「

駅

は

無

人

に

な

っ

て

ど

う

な

る

の

か

」

等

サ

ー

ビ

ス

の

低

下

や

設

備

・

治

安

を

心

配

す

る

声

が

出

さ

れ

ま

し

た

。

ま

た

、

メ

ー

ル

で

「

ビ

ラ

を

見

ま

し

た

、

反

対

署

名

な

ど

を

取

り

組

む

と

き

は

、

声

を

か

け

て

下

さ

い

」

と

住

民

の

声

も

寄

せ

ら

れ

て

い

ま

す

。

昨

年

に

無

人

化

を

強

行

さ

れ

た

駅

周

辺

で

、

あ

ら

た

め

て

声

を

聞

き

た

い

と

考

え

、

利

用

者

ア

ン

ケ

ー

ト

の

配

布

も

取

り

組

み

ま

し

た

。

ビ

ラ

配

布

の

合

間

に

入

っ

た

食

堂

で

、

昨

年

10

月

に

配

布

し

た

無

人

化

反

対

を

訴

え

る

国

労

ビ

ラ

が

い

ま

も

堂

々

と

張

り

出

し

て

あ

り

、

目

に

し

た

組

合

員

は

「

お

ど

ろ

い

た

、

駅

に

寄

せ

る

地

元

の

方

た

ち

の

思

い

を

実

感

し

た

」

と

語

っ

て

い

ま

す

。

６

月

末

か

ら

始

ま

っ

た

利

用

者

ア

ン

ケ

ー

ト

の

配

布

は

、

国

労

名

古

屋

地

本

で

は

す

で

に

愛

知

・

岐

阜

・

滋

賀

・

三

重

、

そ

し

て

長

野

木

曽

地

区

に

お

よ

ん

で

い

ま

す

。

国

労

静

岡

地

本

、

建

交

労

や

東

海

４

県

の

共

闘

組

織

も

配

布

を

取

り

組

ん

で

お

り

、

返

信

は

８

月

の

は

じ

め

に

２

０

３

通

を

数

え

、

期

待

が

高

ま

っ

て

い

ま

す

。

今

後

も

名

古

屋

地

本

は

、

駅

員

の

配

置

は

「

定

期

券

の

購

入

な

ど

の

サ

ー

ビ

ス

面

、

地

域

の

生

活

基

盤

を

支

え

る

為

に

必

要

」

と

考

え

、

駅

無

人

化

に

反

対

し

て

い

き

ま

す

。

２０１２年９月１５日（毎月15日、30日発行） 国労東海 ＮＯ３２６（２）

国労東海本部ホームページ http://www.kokurotokai.com/

時

間

欠

勤

（

業

災

休

暇

、

通

災

休

暇

を

除

く

無

給

休

暇

、

欠

務

、

否

認

）

の

期

間

率

の

計

算

に

あ

た

り

、

時

間

欠

勤

の

時

間

数

を

累

計

し

た

も

の

を

日

勤

の

１

日

労

働

時

間

（

７

・

５

時

間

）

で

除

し

た

数

（

小

数

点

以

下

切

捨

て

）

を

欠

勤

期

間

に

加

え

る

。

出

向

者

も

同

様

の

扱

い

。

実

施

期

日

、

平

成

24

年

10

月

１

日

以

降

か

ら

適

用

。

病

気

休

職

期

間

の

通

算

に

関

す

る

取

り

扱

い

の

明

示

は

、

「

60

日

以

内

」

を

「

60

日

（

た

だ

し

、

第

１

０

７

条

第

２

項

第

１

号

及

び

第

２

号

に

規

定

す

る

欠

勤

と

し

て

取

り

扱

う

日

は

除

く

。

）

以

内

」

に

変

更

。

実

施

期

日

、

平

成

25

年

４

月

１

日

独

身

寮

ま

た

は

単

身

者

用

社

宅

か

ら

通

勤

可

能

な

転

勤

と

な

っ

た

場

合

で

、

転

勤

先

か

ら

最

寄

の

独

身

寮

等

の

空

き

が

あ

る

場

合

は

、

移

転

を

認

め

る

。

な

お

、

こ

の

際

の

移

転

費

用

は

個

人

負

担

。

実

施

期

日

、

平

成

24

年

12

月

以

降

準

備

で

き

次

第

。

  

定

期

健

康

診

断

で

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

チ

ェ

ッ

ク

項

目

増

。

個

別

に

送

付

す

る

診

断

結

果

報

告

書

に

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

に

関

す

る

ア

ド

バ

イ

ス

の

記

載

な

ど

で

、

発

生

予

防

を

強

化

す

る

。

実

施

期

日

、

平

成

25

年

４

月

１

日

駅

と

在

来

線

乗

務

員

の

夏

用

接

客

シ

ャ

ツ

・

ズ

ボ

ン

を

通

気

性

や

吸

汗

速

乾

性

を

向

上

さ

せ

る

素

材

に

変

更

。

実

施

期

日

、

平

成

25

年

６

月

１

日

以

降

、

交

換

貸

与

時

期

に

合

わ

せ

順

次

。

駅駅駅駅

にににに

寄寄寄寄

せせせせ

るるるる

地地地地

元元元元

のののの

思思思思

いいいい

をををを

実実実実

感感感感

名古屋Ｊ

Ｒ

東

海

は

名

古

屋

地

区

に

お

い

て

６

月

、

中

央

線

３

駅

（

坂

下

・

南

木

曽

・

上

松

）

、

関

西

線

１

駅

（

加

佐

登

）

、

参

宮

線

１

駅

（

田

丸

）

の

５

駅

を

、

10

月

１

日

か

ら

無

人

化

す

る

こ

と

を

公

表

し

ま

し

た

。

こ

れ

に

対

し

国

労

名

古

屋

地

本

は

、

各

駅

の

沿

線

自

治

体

へ

の

陳

情

と

駅

周

辺

住

民

へ

の

宣

伝

を

取

り

組

ん

で

き

ま

し

た

。

昨年、無人化された飛騨萩原駅

メメメメ

ンンンン

タタタタ

ルルルル

ヘヘヘヘ

ルルルル

スススス

ケケケケ

アアアア

がががが

充充充充

実実実実

！！！！

転転転転

勤勤勤勤

にににに

伴伴伴伴

うううう

独独独独

身身身身

寮寮寮寮

等等等等

のののの

空空空空

へへへへ

のののの

移移移移

転転転転

をををを

認認認認

めめめめ

るるるる

夏夏夏夏

用用用用

シシシシ

ャャャャ

ツツツツ

・・・・

ズズズズ

ボボボボ

ンンンン

改改改改

善善善善

駅駅駅駅

・・・・

在在在在

来来来来

線線線線

乗乗乗乗

務務務務

員員員員

協協協協

約約約約

・・・・

制制制制

度度度度

等等等等

のののの

改改改改

正正正正

事事事事

項項項項

時時時時

間間間間

欠欠欠欠

勤勤勤勤

がががが

欠欠欠欠

勤勤勤勤

期期期期

間間間間

にににに

加加加加

算算算算

！！！！

欠欠欠欠

勤勤勤勤

日日日日

数数数数

がががが

病病病病

休休休休

期期期期

間間間間

かかかか

らららら

削削削削

除除除除

５５５５

駅駅駅駅

無無無無

人人人人

化化化化

反反反反

対対対対

とととと

利利利利

用用用用

者者者者

アアアア

ンンンン

ケケケケ

ーーーー

トトトト


